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ジャンボリアと FingerVision のフライ投入兼弁当盛付ロボットシステム
『AI/Robot/IoT で変わる製造現場』より

ペロブスカイト太陽電池は次世代太陽電池の本命と目される（都内における設置実証）
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成形プロセス（RTM）
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ペロブスカイト太陽電池は次世代太陽電池の本命と目される（都内における設置実証）
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Special feature : Trends in Additive M
anufacturing Technology and Engineers’ Perceptions
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特集　Additive Manufacturing技術の動向と技術者の意識

AMを用いたものづくり教育
松本宏行（ものつくり大学）

はじめに
3Dプリンターを主としたAM（付加製造）技術を用いたも

のづくりにおける教ҭ事例、研究事例およびプロジェクト活
動を中心とした解説を行う。

創造性を育むプロジェクト授業
設計、解析、製作によるプロジェクト実習
ものつくり大学情報メカトロニクス学科では、1年次「フレッ

シュマンθミ」、2年次「プロジェクト実習」、3年次「創造プ
ロジェクト」のプロジェクト系授業を実施している。本稿では、
3Dプリンターを用いたプロジェクト系授業として、「プロジェク
ト実習」（1）について紹介する。
ཛを収めた容器（機体）を高所から落下させ、耐衝撃性

を競うコンテストを毎年開࠵している。チームで設計、解析、
製作に取り組み、学生が自身のアイデアをカタチにして工夫
して機体を設計する過程を体験できるように配慮している。
特筆すべき点としては、3Dプリンターの特性をे分に理

解し、形状の工夫、造形方向の配慮や部品同士のはめあ
いを考慮して機体の製作を行うチーム（図 1）がいた。ほか
にも、素材の弾性変形を考慮した「コンプライアントメカニ
ズム」を有する機体の製作を行うチームや、衝撃力を軽減
するために「りかご」をヒントに力をಀがし、伝達しにくい
構造にするチームもいた。「ものづくりのセンス」を体得し、
設計製作していることに感心した次第である。ファイナルス
テージへ進出し、橋の上から機体を落下させた様子を図 2
に示す。

図 1 製作した機体のプレゼンテーション

図 3 感染防止を考慮したドアノブ補助具

図 2 ファイナルステージ、橋の上から機体落下

図 4 ドアノブ補助具を使用している様子

AMを用いた研究事例
3Dプリンターの特性を活用した研究および製作
研究事例として、দ本研究室（ものデザイン研究室）の取

組みを紹介する。新型コロナ感染防止を考慮したドアノブ
補助具（図 3・4）の設計製作（2）を行っている。
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図 5 ボリュームラティス構造を用いた靴の製作

図 7 ものつくりベース（MONO BASE）

図 6 ジェネレーティブデザインを用いた工具の製作
図 8 3Dプリンター　K1 MAX（Creality社）

一連の形状作成については、ソフトウエアAutodesk 

Fusion（オートデスク社）の機能を利用している。ジェネレー
ティブデザインでは、軽量化、剛性向上、さまざまな製造
方法、素材から多くの設計解が提示される。そして、設計
者自身がその中から好ましい設計解について選択を行うも
のである。当時の学生が卒業研究において、工場にてフィー
ルド調査を行い、組み立て工程を観察し、作業効率化に
関する調査研究に取り組んだ。レンチを用いた締結作業に
ついて、初心者が作業にۤ心する場面が見受けられた。
ユーザビリティの観点を含めて工具について設計を検討す
ることにした。大学院修士課程に進学後、দ本研究室に
おいて、ジェネレーティブデザインを用いて工具の設計製
作を行った（図 6）。金属 3Dプリンター（外部施設利用）を
利用して工具の製作をしたものである（4）。

さらに、3Dプリンターを用いてۺを製作した（図 5）。こ
の場合、立位時、歩行時における足圧分布の計測データ
を参রしている。3種類のボリュームラティス（メッシュ）構造
の特性を活用してۺ（TPU製）の製作をしている（3）。

創造性を育む場　ものつくりベース
学生、多くの方 へ々の開かれた場として

2024年 10月にものつくり大学　製造౩ 1階にものつく
りベース（MONO BASE）（図 7）を開設した（5）。「開学 20

प年記念事業」として、企業をはじめ多くの方々からのد
付金を原資として、3Dプリンター（図 8）、UVプリンター、
溶剤プリンター、CNCルータ、液晶モニタなどのデジタル
機器を新規に導入した。さらに、コワーキングスペース事業
を手ֻけている（株）ATOMicaのご支援により、૭口対応
や予約システムを導入している。さらに、2025年 4月から
は一般者に利用公開している。
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＜正員＞

দ本 宏行
◎ものつくり大学　技能工芸学部　
　情報メカトロニクス学科　教授、学科長、
　ものつくりベース室長
◎専門：機械力学、設計工学、技能工芸学

学生の授業、研究、課外活動はもちろんのこと、高ߍ
生のものづくり体験教室、地元の方々、卒業生、一般の方々
の利用など開かれた場として整えている。

環境を考慮した取組み
プラスチック製品のロングライフを目指して

3Dプリンターを用いた造形物について、環境を考慮した
リサイクルおよびアップサイクルにも取り組んでいる。JST「共
創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」「リスペクトでつ
ながるh 共生アップサイクル社会 共ɦ創拠点」（代表機関ʀܚ
ጯ義क़大学）（6）において、本学では、荒木名༪教授とদ
本研究室で研究に取り組んでいる。具体的には、3Dプリ
ンターで造形した再生プラスチック樹脂における耐候性把
握および寿命予測などをテーマとしている。さらに、2025

年より「ロボットアーム式 3Dプリンター」（図 9）をܚጯ義क़
大学よりି与いただいた。そのほかにも、環境を考慮した
取組みとして、2025年 1月、クレアこうのす（࡛玉ߵݝ
市）で開࠵されたSDGsに関するイベント「こうのとりSDGs 

FESTIVAL」において、PLA樹脂による造形物を粉ࡅし、
樹脂型を用いて「圧縮成形」によるグッズ作成デモ、ワーク
ショップ（図 10）を行った。

おわりに　
技能教育と創造教育
テクノロジスト–「技能のわかる技術者」を育成
ものつくり大学のӳ語名 Institute of Technologistsは、
社会生態学者であるピーター・F・ドラッカーが名付けで
ある。テクノロジスト「技能のわかる技術者」をҭ成する大学
として、技能を習得し、実際にモノをつくることで体得する
技術、感性、センスを重視している。
授業を通じて、技能、技術および創造性を学Ϳために

「AMを用いたものづくり教ҭ」が有効であることを日々 実感
している。本稿の内容が少しでも皆様のご参考になれば幸
ਙである。

図 9 ロボットアーム式 3Dプリンター

図 10 SDGsイベントにおけるワークショップの様子
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